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法による解析から両筋の間に I 群線維を求心性神経とする寡（2 から 3）シナプス性抑
制性脊髄反射（抑制）の存在が報告された. しかし, 同方法は個々の運動ニューロン
（MN）に対する反射の効果を調べるものであり, この抑制の MN 群に対する効果を調
べた報告はない. また, I群線維が筋紡錘からの Ia線維かGolgi腱器官からの Ib線維
かの鑑別もなされていない. 本研究では, electromyogram-averaging (EMG-A) 法によ
り、この相反性抑制のMN群に対する効果を調べた.  
【対象と方法】健常者 13 名（男性 10 名, 女性 3 名, 21-29 歳）の右上肢を対象とした. 
FCR と BRの最大収縮に対する 10％の等尺性収縮の筋電図を記録しながら, 条件刺
激として BR と FCRの電気刺激（ES）と叩打刺激（MS）を行い, 最も短潜時にみられる
刺激の効果を EMG-A法により調べた. 筋電図は表面電極により誘導した. ESは矩形
波（幅 1.0 ms）を用い運動閾値直下, MSは停止腱に対し tendon（T）波の閾値以下の
強度で行った. 同じ刺激で誘発される Hoffmann（H）波と T 波も記録した. また, この
抑制に対する振動刺激の効果も調べた.  
【結果】BRのMN群への効果を 10名で調べた結果, FCRへの ES とMSにより, それ
ぞれ潜時 16.3±1.4（平均±標準偏差）と 20.0±1.9 ms, 振幅の減少量 12.4±2.5 と
12.6±1.9％, 持続時間 4.9±0.9 と 4.8±0.8 msの谷（抑制）が誘発された. FCRについて
10名で調べた結果, BRへの ES とMSにより, それぞれ潜時 14.6±1.2 と 19.3±1.4 ms, 
減少量 13.7±1.2 と 14.0±1.8%, 持続時間 4.7±0.9 と 4.7±0.8 msの抑制が誘発された. 
ESとMSによる抑制の潜時差は, 同じ刺激によるH波と T波の潜時差とほぼ同じであ
った. 3名に対して振動刺激の効果を調べた結果, この抑制は消失した.  
【考察】今回, BRと FCRに対する ESとMSにより, 10％収縮中の FCRとBRに 8-17％
の収縮の減少が誘発された. これはMN群に対する抑制効果を示すものである. ESと
MSによる抑制の潜時差がH波と T波の潜時差とほぼ同じだったことは, 2つの抑制が
H 波と T 波と同じ経路すなわち Ia 線維からの入力により発現することを示唆している. 
振動刺激により抑制が消失したことは, Ia線維の関与をさらに補強するものである.  
【結論】FCR と BR の相反性抑制について MN 群に対する効果を示した。また求心性
神経として Ia線維の関与を示唆する所見が得られた． 
